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今
節
も
高
品
質
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@
響
い
た
け

　
兀
葺
、
十
刀
］
ヨ
、
回
向
嚢
腫
更
郷
支
舌
で

錫
催
さ
れ
た
、
第
九
一
更
郷
司
し
い
た
け

祭
り
で
は
，
品
評
会
に
お
い
て
璽
名
の
方

々
が
五
部
門
で
憂
等
を
受
貰
し
ま
し
た
。

　
杁
／
5
お
、
△
年
は
気
象
条
件
が
悪
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
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高
巳
コ
質
の
も
の
が
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紺人　口5，565人（△32）

　　男　2，670人（△15）

　　女2，895人（△17）

　世帯数1，川戸（△8）

　　平成7年4月1日現在
む．　　　　　（　）は対前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています



　　　　　　塘8ご’り②

7年度わが町の家計簿公表〃

000万円41億1一般会計弓算
対前年度比8．O％増

単f立　　一千円1平成7年度会計別予算

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
…
町
長

会　計 7　年　度　　　6年度　　増　　減 伸　率

一般会計
4．110．000　　　　3．806．000　　…　　304．000　　　　　　　　　　E

　　　　「つ
|
　
　
8
，
0
1

国　　保
547．740　　　　　　542．100　　…　　　　5．640　　　…　　　　1．0　　　　　　　　　：

老　　　保

簡　　水 210，900 75，500 1　135．400 179．3

病　　　院
収益361．1461

走{　67．172

301，446

P1，659

59，700

T5，513

19．8

S76．1

計 　　　　　rT．856，958　　　　5．279，705 577，253 10．9

　
本
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
東
郷
町
総
合
計
画
を
基
調
と
し
　
　
　
　
．
、
　
、
　
　
　
観
毫

て
、
　
一
、
農
林
基
盤
の
整
備
　
二
、
生
活
環
境
の
整
備
　
三
、
高
齢
化
対
策

四
、
生
涯
教
育
対
策
　
五
、
後
継
者
対
策
を
重
点
施
策
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　
農
山
村
を
と
り
ま
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
全
職
員
一
致
協
力
し
て
町
民
の
皆
様
の
幸
せ
づ
く
り
の
た
め
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
は
、
近
代
国
家
建
設
の
礎
と
な
り
ま
し
た
戦
後
五
十
周
年
、
さ
ら
に
宜
野
湾
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
十
周
年
、

歌
人
若
山
牧
水
生
誕
百
十
年
と
い
う
東
郷
町
に
と
っ
て
誠
に
意
義
深
い
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
意
義
を
十
分
ふ
ま
え
な
が
ら
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
本
町
飛
躍
の
年
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。
何
と
ぞ
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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里
山
森
林
公
園

　
平
成
六
年
度
か
ら
九
年
度
ま
で
の

四
去
年
で
鷺
山
の
林
地
保
全
と
遊
歩

道
、
展
望
所
、
駐
車
場
等
の
森
林
公

園
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
用
地
取
得
と
調
査
設
計
を
行

い
ま
す
。

木
材
加
工
団
地
造
成

　
自
衛
隊
に
委
託
し
て
、
田
野
の
長

迫
で
木
材
加
工
団
地
の
造
成
工
事
を

行
い
ま
す
。
　
一
期
工
事
の
最
終
年
度

に
あ
た
る
今
年
度
は
一
・
七
診
を
造

成
す
る
計
画
で
す
が
、
完
成
後
は
二

五
・
四
㌶
の
用
地
が
確
保
さ
れ
る
の

歳出の性質別構成 単位：干

義

務

　
経
費

的

人件費
　　821，985

、　（20．0％

事業費
39　ノ

一般会計

歳出総額
4，110，000

　　扶助費
2931305（7．2％：

公債費
498，799

（12．1％），

　　　　　　　　③耀8こ一’り

　
　
二
郷

　
　
通
5
，
7
．

投
　
　
普
1
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資　

　
的
経
費

　　　　　物件費補助費等
　　　　343，570　　402・907

　　　　（B．3％）　　（9・8％）

　　　魯費五経拳
その他
201．695（4．9％）

藩士鎗）1

事
業
構
造
改
善
事
業

　
林
道
庵
二
線
と
ヒ
エ
コ
バ
線
の
舗

装
及
び
町
森
林
組
合
と
寺
迫
生
産
森

林
組
合
が
購
入
す
る
素
材
運
搬
用
ト

ラ
ッ
ク
の
補
助
を
行
い
ま
す
．
、

屋
根
つ
き
運
動
広
場

　
高
齢
者
を
は
じ
め
町
民
の
健
康
づ

く
り
と
地
区
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
屋
根
つ
き
運
動
広
場
を
今
年

度
は
四
ケ
所
建
設
し
ま
す
。

歳入の財源構成1単位：刑・

ソ
フ
ト
事
業

　
（
住
民
福
祉
向
上
の
施
策
）

諸収入
　120，536（2．9％）

依

繰入金
210，257

（5．1％）

自

地方税
31B，34B

＼（7．B％）

主

財　
源

その他
252，662

（6．2％），

ぎ
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今
年
度
か
ら
、
福
瀬
区
字
上
ノ
水

流
の
林
道
熊
山
線
を
起
点
と
し
て
、

耳
川
右
岸
を
横
瀬
、
宮
ケ
原
を
経
由

し
、
広
瀬
の
町
道
山
ノ
ロ
～
生
瀬
大

橋
線
に
至
る
三
五
〇
〇
冒
を
、
林
道

横
瀬
～
広
瀬
線
と
し
て
、
幅
員
五
ゾ

の
林
道
を
開
設
し
ま
す
。

団
体
営
ふ
る
さ
と
農
道

　
　
　
緊
急
整
備
事
業

　
三
子
で
は
新
規
の
事
業
で
、
今
年

か
ら
三
ケ
年
計
画
で
、
農
道
松
尾
地

区
（
町
道
松
尾
～
下
庭
田
線
を
含
む
）

幅
員
五
・
O
m
、
総
延
長
一
、
三
●
●

m
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

国庫支出金
　322，143

L（7．8％）／

　町債
552，400

（13．4％）

　　　＼

県支出金

371．253

（9．0％）

＼r7ao％）

他交付金
142，401

（3．5％）

9，180千円

（6．02％）

　9，441千円
「（2．97％）

※
そ
の
他
一
千
円

町税（318，348千円）の内訳

軽
自
動
車
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た
ば
こ
税
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円
一
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（
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9
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定
蜜

　
む
り
く

固
1

第
三
子
以
降
の
保
育
料
を
免
除

　
少
子
解
消
対
策
と
し
て
、
鶴
野
内

保
育
園
、
坪
谷
保
育
園
、
山
陰
保
育

園
及
び
高
松
保
育
園
の
入
園
児
に
対

し
、
第
三
子
以
降
に
つ
い
て
は
4
月

か
ら
保
育
料
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
改
正

　
三
歳
未
満
児
の
乳
幼
児
医
療
費
の

助
成
は
、
自
己
負
担
を
な
く
し
支
払

っ
た
全
て
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

簡
易
人
間
ド
ッ
ク
の
内
容
改
善

　
満
四
〇
歳
の
人
と
五
〇
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、
大
腸
内
視
鏡
、
乳
が

ん
検
査
を
新
た
に
加
え
、
個
人
負
担

金
を
こ
れ
ま
で
の
一
万
五
千
円
か
ら

一
万
円
に
軽
減
し
ま
す
。

乳
が
ん
検
診

　
基
本
健
康
診
査
と
同
時
に
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
個
人
負
担
金
を
こ
れ

ま
で
の
八
○
○
円
か
ら
四
〇
〇
円
に

軽
減
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

　
二
年
次
と
な
り
、
今
年
度
は
寺
迫

区
と
迫
野
内
区
を
指
定
し
て
健
康
づ

く
り
の
自
主
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

　
古
紙
の
再
生
・
回
収
事
業
を
羽
坂

不
燃
物
処
理
場
で
実
施
し
ま
す
。

一般会計予算を町民　一人当りでみると……
（4月1日現在現住人口5，565人）

予　備　費

ﾙ
〈
B
9
8
円
〉

公　債　費

@’9一ン‘’

ﾃ　　∠

q89，635円〉

災害復旧費

D勲轟　8脚

q5，792円〉

教　育　費

｡　昌、　　．

ﾞ一’・・　，鯉“　　　野　，

Uμ’ q！

q63，993円〉

消　防　費

B　　　聾

B
〈
1
9
，
1
0
2
円
〉

土　木　費　　　商　工　業

@撫　　　1
@　一　　　　一1鴎・
@　　　1．蓬　　　　、　　　　　　　　　　　　■

q105，577円〉　　　　〈2，1旧円〉

農林水産業費

@　1C烈．憾，　礁．・装・

ﾚ撃〈171，】96円〉

衛　生　費

O　　　　　こン

A絶臥　窪

�ﾚ
q45，828円〉

民　生　一
ﾔ
爲
備
　
　
・
」
竺
醒
7
昌
G
2
2
，
4
3
2
円
〉

総　務　費

ｭ　　’・’鳶ミ　　　；

hrり」〈100，268円〉

議　会　費
@鵯．’　．　　　　　o　ll　　　　o

q11，710円〉

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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一町職員人事異動一4月旧付
　4月1日付で、町職員の人事の発令が行われました。なお、本年度の
新規採用者はありませんでした。

※
カ
ラ
ー
太
字
は
異
動
者
　
主
査
…
⑭
　
主
任
技
術
員
…
⑰
　
（
兼
）
は
兼
務

課 課長・局長 補　　佐 主　　幹 係　名 係　　　長 課　　　　　　　　　　　　員　　　　　　　総数

総　　務 兼田越　　洋
査塗木里美　僅黒木勝己　佐藤敦美　　原田美穂
i兼）海野雅彦　　兼福田幸一　小林英明（県へ派遣）　（嘱託）有西妙子

総
　
　
務

黒木一希 川越　　洋
管　　財 海野雅彦 兼．塗木里美

10

P111

情　　報 福田幸一 若杉健司　　兼原田美穂　　兼寺原君王　　兼糸圏拝和紀

企画

熕ｭ 荒砂建一 先野　　続
企　　画 兼ウこ野　　続 黒木升男　川越康幸

財　　政 植野浩人 糸平和紀
6

課　　税 （兼）中谷　　敏 寺原君田　斧　由美税
　
務

山本一正 中谷　　敏 固定資産 海野茂実 矢野貴之　兼寺原君保　　兼斧　由美 8

地　　籍 三浦元生 伊藤浩二

住　　民 兼寺原弘勝 働仁田優子　若藤公生　　兼長友久美

寺原弘勝 保険年金 山床貞雄 松重芳美　長友久美 8

水　　道 椎田幹男 海野靖幸　．兼．松掛芳美

甲斐まち子 片江豊春　佐藤喜一郎福
祉
生
活

那須文美
平野宇目
^副園長）

V名弘代
伊東ヒロヨ

福　　祉 　　［坪　谷1ﾛ育園　　1鶴野内1
兼．伊東ヒロヨ　川村初美

刀D新名弘代　　寺原映子
12

環境衛生 ．兼．平野宇市 ㊧三輪千穂　翁一政多栄子　矢野隆博

振　　興 寺原政志 三浦練一　清水昭生農
　
政

沖田征郎
Q事

竝闔�j

農　　政 山田重男 三浦浩司　黒木秀明 9

耕　　地 （兼）岩崎寿男 松尾昇一
費妻 「兼〕沖田征郎 吉田重一 庶務農地 （兼）吉田重一 1

林
政

林　　政 黒木孝利 小林潤司　任池田正信　（兼）井本岩根
三浦正教

森林土木 菊池輔弘 黒木郁志
6

管　　理 山ロ佐知男 往井本岩根　（兼）池田正信　〔嘱託）岩本米利建
　
設

畝原孝徳 東　憲之介
ｧから派遣1

土　　木 ［兼東憲之介 吉田健二　　1兼児モ　明
5
1
7
｝

建　　築 児玉　　明

指導員 （兼）塩月悌二 寺田富美　㊨阿万富子老
入
ホ
ー
ム

小林錬一 塩月悌二 寮　　母
露富山トキ子　秀黒木由美子
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給　　食 ⑰塩月　嬰　⑭塩月睦美　横田由美　西田陽子
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議会 矢野昌明 矢野澄代 2

総務・学校 三浦信代 寺田雅彦

教育次長

s甲哲郎

i兼）

@都甲哲郎

学校用務員

（東中）

^東小〕

i寺小／

是澤千里
�c中　馨

S黒木ピサ子　⑫白川和代

教
　
育
　
天
女
　
口
貝
　
ム
云

海野丁丁
園長

楓ﾘ　　男 幼稚園
東　　　郷

ﾘ　　　谷
宦@　　迫

橋口洋子　鎌田恵智子
ﾑ　恭子
燕H藤厚子

14

k19｝

生涯教育 ・兼三野誓生
西田宗吉　星野真由美　（派）笠牟田保昌

@　　　　　　　　　　　　（国際交流員）
i社指店川　亨　（社指）池田春代　エデル・クイーン

多
讐
1
セ

（兼）

s甲哲郎

（副所長）

C野修一
調理員

㊧池田慶子　直野庚代　甲斐智栄子
rl亜紀子

5

消
防
団
副
団
長
に

寺
原
卓
三
さ
ん

　
三
月
三
十
一
日
付
で
町
消
防
団
副

団
長
山
床
勝
徳
さ
ん
が
退
団
さ
れ
、

そ
の
後
任
と
し
て
羽
坂
の
寺
原
卓
三

さ
ん
（
4
0
歳
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

滋三

、
”

頒
、

　
盛
ン

寺原卓三さん

　
ま
た
、
7
年
度
改
選
さ
れ
た
部
長

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
3
部
部
長
黒
木
作
次
郎
さ
ん

　
第
4
部
部
長
寺
原
佳
宏
さ
ん

　
第
6
部
部
長
山
元
文
明
さ
ん

　
第
7
部
部
長
海
野
　
宏
さ
ん

　
第
1
0
部
部
長
川
原
洋
信
さ
ん

　
第
1
1
部
部
長
那
須
春
夫
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

　
山
床
勝
徳
さ
ん
は
、
副
団
長
職
を

十
四
年
間
務
め
ら
れ
（
団
歴
三
十
七

年
）
、
本
町
の
防
災
業
務
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。レ

山床勝徳さん

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2り11（14）まで〉

・
りハ、

、
亀
う

ど置⑤一騨

門鑑＼

一i鞭

　　媛多
黒鳥

　町民の皆さんの健やかな生活を願って本年度の各種検診業務を開始しま
す。1年間の日程は、大版の予定表を各戸に配布していますので参考にし
てください。

基
本
健
康
診
査

一［ト》

　
今
年
度
は
『
乳
が
ん
」
検
診
を
同

時
に
実
施
し
ま
す
。

五
月
…
寺
迫
区
と
小
野
田
区
の
］
部

　
　
　
の
計
六
ケ
所
で
行
い
ま
す
．
．

バ
詳
し
い
日
程
表
を
各
戸
に
配
布
し

ま
す
．
．
）

結
核
検
診

　
五
月
二
十
二
日
か
ら
六
月
十
三
日

ま
で
、
各
地
区
六
十
ニ
ケ
所
で
行
い

ま
す
、

　
十
六
歳
以
上
の
全
町
民
が
対
象
で

す
が
、
近
年
、
受
診
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
『
大
腸
が
ん
』
検

診
と
同
時
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
全

て
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
、

大
腸
が
ん
検
診

　
今
年
か
ら
採
便
容
器
代
を
無
料
化

し
、
四
C
歳
以
上
の
方
全
員
に
配
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

し
ま
す
。

　
六
年
度
の
実
績
は
］
七
C
八
名
で
、

三
十
、
八
％
増
加
し
て
お
り
関
心
の
高

ま
り
を
示
し
て
い
ま
す
．
、
ま
た
、
大

腸
が
ん
が
醜
名
発
見
さ
れ
早
期
治
療

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
は
、
二
十
一
世
紀
に
は

が
ん
死
亡
の
ト
ッ
プ
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
毎
年
の
検
診
で
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
．
、

健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

〈
寺
迫
区
〉

〈
迫
野
内
区
〉
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茄

①
七
年
度
の
指
定
区
民
に
は
、
「
二
（
）

歳
」
以
上
の
方
全
員
に
島
回
容
器
を

無
料
配
布
し
ま
す
。

②
大
腸
内
視
鏡
検
査
（
S
字
状
）
を

個
人
負
担
一
〇
〇
〇
円
で
実
施
し
ま

す
。
（
町
が
二
〇
C
C
円
補
助
）

　
検
診
バ
ス
が
公
民
館
ま
で
行
き
、

時
間
は
約
五
分
で
終
了
す
る
と
い
う

f
軽
さ
で
す
、
昨
年
瓦
十
九
名
の
与
が

受
診
さ
れ
、
二
十
互
名
が
要
治
療
と
な

り
、
発
見
率
は
平
均
よ
り
も
】
○
ポ

イ
ン
ト
も
高
い
数
で
、
早
期
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
、

大
腸
内
視
鏡
で
発
見
さ
れ
た
ポ
リ
ー

プ
（
点
線
内
。
九
十
％
は
開
腹
手
術

を
要
せ
ず
治
療
さ
れ
る
。
）

蜥　冊

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」

【
旅
行
記
】
囹

　
七
月
三
十
日
（
土
）
晴

　
大
型
観
光
バ
ス
に
、
私
達
十
三
名

と
日
本
人
の
現
地
ガ
イ
ド
が
乗
り
込

み
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
観
光
で
あ
る
、

テ
ー
ム
ズ
川
に
架
か
る
タ
ワ
ー
ブ
リ

ッ
ジ
、
川
沿
い
の
ロ
ン
ド
ン
塔
、
イ

ギ
リ
ス
国
会
議
事
堂
、
大
英
博
物
館

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
を
見
学
し
た
．
、

　
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
の
衛
兵
の
交

替
は
お
と
ぎ
話
の
ト
ル
コ
の
兵
隊
を

思
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
凄
い

観
光
客
の
人
垣
で
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

が
可
哀
想
に
さ
え
思
え
た
．
．

　
し
か
し
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
日
本

人
観
光
客
の
多
い
こ
と
に
は
驚
く
ば

か
り
で
あ
る
。
昼
食
は
、
中
華
料
理

で
久
し
ぶ
り
に
「
米
」
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
陵
か
し
か
っ
た
。

　
今
ま
で
イ
ギ
リ
ス
は
、
白
人
の
国▲バッキンガム宮殿での衛兵の交替のようす

教
去
目
夫
女
口
貝
ム
ム

海
野
誓
生

左
か
ら
佐
藤
愛
美
・
木
村
陽
子

▲ベルサイユ宮殿前で

と
思
っ
て
い
た
が
、
多
民
族
国
家
の

よ
う
で
あ
る
．
）

　
七
月
三
十
一
日
（
日
）
晴

　
朝
早
く
フ
ラ
ン
ス
へ
向
け
て
発
っ

た
。
こ
こ
で
も
大
型
バ
ス
に
日
本
人

の
現
地
観
光
ガ
イ
ド
と
私
達
十
三
名

で
あ
る
。
さ
す
が
に
フ
ラ
ン
ス
は
、

華
や
い
だ
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。

　
車
窓
か
ら
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
見

え
る
．
昼
食
を
済
ま
せ
「
ベ
ル
バ
ラ
一

で
有
名
な
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
見

学
で
あ
る
．
．
こ
の
宮
殿
は
、
左
右
対

称
の
建
物
で
外
観
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
宮
殿
内
は
そ
の
歴
史
の
栄
華

を
偲
ば
せ
る
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
明
日
は
、
ま
だ
ま
だ

す
ば
ら
し
い
も
の
に
出
会
え
る
。
生

徒
た
ち
も
ロ
ン
ド
ン
と
は
違
っ
た
歴

史
や
文
化
に
接
し
、
楽
し
い
一
日
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ホ
テ
ル
も
快
適
で
あ
る
．
た
だ
、

三
口
葉
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
、

★あなたのまわりであったホットな話顕をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉



」8耀讃まち。～アルバム：瓢
／　　　　“山ざくら花学園”修了式

　　　　　　　第一期生が卒業

　3月23日1木1

　平成5年5月に開校した山ざくら花学園は、これまでの2
年間t月2回〕の学習課程を修了し、25名1男14名・女11名

が晴れて第1期生として卒業を迎えました，

　式では出席した24名全員に学園長の渡邊教育長から修了証

書が手渡され、席に戻って改めて証書を確認する学園生の目

には2年間の楽しかった学習活動が思い出されたのか、跡び

とは別にちょっぴり寂しさも見え隠れしていました、

　最後に学園生を代表して鶴野内の三浦園男さんが　これま

で重ねてきた学習をこれからは地域で活かしていきたい一と

あいさつを述べました＝

繋

　　　　’
　　　　　　　㌃

　　σ
鷹　 ρ　　　　　　　　　　　　　　　阜馬．

㍉㍑

　　げ漸
　　｝i　岬
瀞
　　　i　　　織・

～

覧

直

　　」浅」〃／

　撫ミ

－］目［－．＝X■】【ーコ【］［－＝】【＝H－－－五－皿－．掴「■互－■］コ［【：【■■．－－＝】〔．＝【璽互豊．玄－茎翼＝軍監．r塞＝－亙葦重＝－亙耳茎三重：玄璽貰茎粟．∫Σ茎．夏｝互軍ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　戦没者追悼式

灘1轟．

凄・療

’蠕”F

、

凝毅纒醗

・～メ．

ζ

轟

「　　，」

　　　　　　一成願寺境内一

「聾」
　戦後50年を迎えた争年、西南戦争から乏ぐF洋戦争までの戦

没者418柱の冥福を祈るための戦没者追悼式が今年も成顎芋

境内で行なわれました

　例年この頃は桜の花も満開で、心地よい気候の中で開催さ

れていましたが、今年はあいにく低温続きで桜の開花も遅れ、

当日は晴天だったものの、肌寒く感じる中での式典となりま

した、

　また今年は記念の年ということで式の後、同会場で陸上自

衛隊都城駐屯地の音楽隊蚕室1時間のプラス演奏を披露しま

した

－－．r】［】［r－H－国璽一－喜一夏＝］□［皿亙＝－x7一互r－－互■．－】＝】【H工－軍二豆．－茎－至互里重豆－．　三茎．－亙呈二三互亙－重－－

第3回西城公園

　　　桜まつり
4月9日旧1

■
　
　
　
　
O

■

「

　今年も町商工会、同青年部・婦人部主催による西城公園雛

まつりが開f崔されました

　午前中はあいにくの雨に見舞れましたが、午後から陽が差

してくると桜の花も一気に開花したようでした．

　会場では、日曜市や演芸・カラオケ大会・f供円窓など盛

りだくさんの催しが行われました．

π　
τ■軍互互■．－．三：．■一－．裏－亙

　
茎夏三＝竃芝軍■＝星コ【－翼重三】【】【＝一一■．翼－－－一璽τ翌■■m互∫ーロユ亙箕冥r＝L【裏豆．

年生“心はずませて”新

4月10日月1

　小学校では一斉二に入学式が行われ、町内に56名の新一年生

力｛誕生しました：、

　最近は年々児童数が減少していますが、昨年入学児のいな

かった越表小学校にも2名の入学かありました

　寺迫小　18名．うち日向市からIO名

　編、頼ノト　9名

　東二当即ノ」・　28名　　　　　　　　 “　．

　坪谷小　8名

蜘㍍1名　ン奪　
　
ゲ

珍
・
7

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係㊥2111（14）まで〉

⑦鰯㍗弓ご’う

都
甲
欣

　　　　　ノぜへ

　　　東郷町

わ瀞
職n　

． 　
皇
糎
▼

ひ
血
目
‘
　
　
，

　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
一

　
　
職
．

譲
．

v、

　
ノ
喬
、

♪
　
．

レ
ラ
．
．
．

　
画
　
　
　
，

　
引

艶・興

（
よ泌

　
●

、

腫

1
『
　　　’

一
さ
ん
（
6
1
歳
）

o
出
身
地

　
　
小
野
田
　
又
江
野

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
八
年
十
月
二
十
九
日

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
都
甲
鶴
男
さ
ん
（
父
）

o
現
在
の
住
所

　
　
延
岡
市
南
一
ケ
岡

　
昨
年
三
月
定
年
に
よ
り
三
十
七
年

間
勤
め
ら
れ
た
教
職
員
を
退
職
さ
れ
、

今
は
好
き
な
テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
、
詩

吟
な
ど
を
し
て
毎
日
過
ご
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
．
、
　
「
時
折
り
実
家
に
帰

っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
両
親
の
手
助
け

を
し
て
い
ま
す
．
、
」
と
い
う
都
甲
さ
ん
。

　
現
在
は
奥
さ
ん
と
二
人
で
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
．
．

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
☆
★

先
輩
や
友
達
、
美
し
　
自
然
に
感
謝

　
東
郷
を
離
れ
て
三
十
八
年
が
過
ぎ

た
．
、
在
郷
中
の
思
い
出
は
多
い
が
、

父
の
関
係
か
ら
東
郷
小
へ
転
入
学
し

た
六
年
生
時
の
こ
と
が
記
憶
に
深
い
。

　
当
時
は
、
ま
だ
高
等
科
が
あ
っ
て

上
級
生
が
学
校
や
地
区
で
の
生
活
面

の
指
導
な
り
世
話
を
し
て
く
れ
た
。

　
私
達
の
地
区
で
も
三
人
の
先
輩
が

い
て
、
集
団
登
校
、
日
曜
日
の
山
陰

神
社
掃
除
、
戦
時
中
に
お
け
る
食
料

対
策
と
し
て
の
か
ら
い
も
作
り
、
ま

た
、
川
原
や
山
野
で
の
遊
び
等
、
上

級
生
の
姿
を
見
な
が
ら
学
び
、
上
下

級
生
が
共
に
汗
を
流
し
な
が
ら
の
諸

活
動
は
人
間
関
係
の
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
た
よ
う
に
あ
る
。

　
近
く
を
流
れ
る
紅
型
も
忘
れ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
泳
ぎ
を
覚
え
て
い

く
た
び
に
友
達
等
と
、
向
う
岸
ま
で

の
泳
ぎ
や
早
瀬
く
だ
り
、
岩
や
木
の

枝
か
ら
の
飛
び
込
み
な
ど
の
競
争
を

活
気
あ
る
「
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
を

　
東
郷
町
は
日
向
市
と
隣
接
し
、
入

郷
地
区
の
玄
関
に
当
る
位
置
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
町
の
有
り
様
が
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
人
づ
く
り
、
物
づ

く
り
、
町
づ
く
り
で
は
、
行
政
担
当

者
を
中
心
に
全
町
民
が
創
意
を
発
揮

し
て
活
気
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
が
強
く
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
機
会
を
通
し
て
の
見
聞
や
諸
情
報

で
、
変
化
・
発
展
し
て
い
く
新
し
い

町
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
が
、
前

述
の
「
活
気
」
と
い
う
点
で
は
「
今

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

、し
し
な
が
ら
川
に
親
し
み
、
体
も
頑
健

に
な
っ
た
よ
う
に
あ
る
。
ま
た
、
箱

め
が
ね
で
の
ア
ユ
か
け
を
覚
え
た
の

も
こ
の
頃
で
、
引
っ
か
け
た
時
の
手

ご
た
え
は
今
で
も
手
元
に
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

遊
び
等
を
通
し
て
心
身
を
鍛
練
し
て

く
れ
た
美
し
い
自
然
の
恩
恵
を
再
度

心
に
深
く
刻
み
込
ん
で
お
き
た
い
。

　
　
レ
記
憶
を
た
ど
る
と
い
つ
も

　
　
　
そ
こ
に
三
川
が
あ
っ
た

】
か
一
の
感
が
し
ま
す
。
町
民
一
人

ひ
と
り
が
受
け
身
か
ら
自
ら
求
め
て

い
く
姿
に
変
身
し
て
い
っ
た
時
に
「
活

気
」
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
脂
づ
く
り

が
、
よ
り
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

陽
の
透
る
楢
の
林
に
薪
拾
う
夏
の
名

　
残
り
の
蜂
の
巣
つ
く
を

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

い
ろ
色
の
明
か
り
失
な
い
三
十
五
年

置
夫
逝
く
と
も
耳
で
見
え
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

育
林
に
急
ぐ
足
止
め
鶯
の
初
音
に
辺

　
り
見
る
も
影
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

耳
遠
く
不
自
由
と
な
る
悲
し
み
を
初

　
め
て
知
り
ぬ
亡
夫
お
し
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

父
の
忌
を
済
ま
せ
し
午
後
の
吾
が
狭

　
庭
紅
梅
の
香
に
つ
つ
ま
れ
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

巣
立
ち
た
る
子
等
の
ア
ル
バ
ム
め
く

　
り
つ
つ
過
ぎ
し
歳
月
夫
と
語
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

二
人
の
み
の
暮
ら
し
に
も
慣
れ
窓
際

　
に
垂
れ
咲
く
梅
に
も
あ
う
ん
に
て

　
　
足
る
　
　
　
　
黒
木
久
子

文
に
倦
き
庭
に
出
ず
れ
ば
コ
ブ
シ
咲

　
く
鈴
蘭
に
似
た
り
北
国
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

山
々
は
遠
く
か
す
み
て
ぼ
ん
や
り
と

　
春
の
兆
か
黄
砂
舞
い
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

白
髪
の
嬬
紅
ひ
き
来
ま
す
な
り
「
老

　
人
脈
学
一
の
受
講
の
友
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

春
浅
き
霞
岳
は
弓
ひ
き
朝
の
光
り
に

　
黒
み
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

荒
渓
の
岩
を
飛
び
飛
び
釣
り
し
な
ん

　
新
し
き
橋
よ
り
牧
水
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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　　　　　　鵜8ご’り⑧

　　　　☆★☆寺迫幼稚園☆★☆

冨

題「わたし」

　　　　寺迫の　「噛
岩切雅子ちゃん5歳）

父：岩切繁尚さん

母：　　幸子さん

O好きな遊びは何ですか？

　ブランコ

O好きな食べ物は何ですか？

　肉とピーマン

O好きなTV番組は何です

　か？

　セーフームーンスーパー

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　歯医者さん

”寧鯉一

げ懲丁 C
　　　　㎡：沖　総

　　　　寺田の
田代画くん［5歳｝

父：田代義富さん

母：　郁美さん
。好きな遊びは何ですか？

　すべり台

O好きな食べ物は何ですか？

　肉と卵焼き

O好きなTV番組は何です

　か？

　オーレンジヤー

0大きくなったら何になり

　たいですか？

　Jリーグの選手
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▼
る
舳
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∴
▼
∴
▼
∴
T
●
Y
●
Y
∴
▼
・
舳
丁
∴
T
●
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∴
▼
●
舳
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∴
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∴
▼
∴
T
●
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▼
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∴
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●
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▼
●
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∴
▼
∴
▼
∴
▼
∴
▼
●
▼
∴
▼
●
」
T

毅守山一一街の話糎

蝋嬢一頑張ってます／
91歳のおばあちゃん

　坪谷の瀬平に住む春田ツル
さんは今年2月で91歳を迎え

ました，一人暮らしをしてい

るツルさんはこれまで長年養

蚕を営んでいましたか、体力
等の理由から昨年1しむなく養

蚕業をたたむことになりまし

た。しかし、急に仕事かなく

なっては毎日の日の長さ1暇1

を感じるようになり、そこで、

これまで桑園だった畑を利用

してくぬぎを植えてみたら…

と考え、早速近所の方から苗
を分けてもらい3『月下旬、一

人でぼちぼちと1仮7畝の畑

に250本の苗を植え付けし
たそうです．

　「高齢で作業も大変でしょう

ね…つ」と尋ねると「何もし

ないよりずっとましです。無

理のないようにやっています

から全然苦になりません」と

おっしゃっていました。

圏
回
回
二
歩
O

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
抑
止
の
為
の

　　

g
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作
戦
”
を
開
始

　
平
成
七
年
三
月
二
十
七
日
現
在
、

高
齢
者
被
害
の
交
通
死
亡
事
故
は
県

内
で
十
五
人
（
三
十
三
人
中
）
日
向

警
察
署
管
内
が
三
人
（
五
人
中
）
と

大
変
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
若
い
頃
は
、

交
通
の
主
体
は
自
転
車
で
あ
り
荷
馬

車
が
大
変
貴
重
な
運
搬
の
手
段
で
し

た
。
し
か
し
、
今
は
十
八
歳
に
な
る

と
ほ
と
ん
ど
が
運
転
免
許
を
取
得
し

自
動
車
を
購
入
し
ま
す
。
各
家
庭
に

は
二
～
三
台
の
立
派
な
マ
イ
カ
ー
が

所
狭
し
と
並
ん
で
い
て
、
道
路
を
み

る
と
以
前
の
砂
利
道
か
ら
現
在
で
は

小
さ
な
道
路
ま
で
舗
装
が
さ
れ
車
が

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
走
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で

　
☆
　
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
っ
て

　
　
信
号
無
視
し
て
い
ま
せ
ん
か
一
7
一

　
☆
　
横
断
歩
道
が
近
く
に
あ
っ
て

　
　
も
、
車
の
合
間
を
見
て
は
小
走

　
　
り
で
道
路
を
横
断
し
て
い
な
い

　
　
で
し
ょ
う
か
一
7
　

　
☆
　
夕
方
薄
暗
く
な
っ
て
か
ら
、

　
　
黒
っ
ぽ
い
服
を
着
て
自
転
車
に

　
　
乗
っ
た
り
、
傘
を
さ
し
て
狭
い

　
　
道
路
を
歩
い
て
い
ま
せ
ん
か
一
7
一

日
向
警
察
署
で
は
、
高
齢
者
の
交
通

死
亡
事
故
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

歩
行
者
・
自
転
車
乗
り
の
信
号
無
視

・
極
端
な
歩
道
外
横
断
や
一
時
不
停

止
違
反
者
を
発
見
し
た
場
合
、
現
場

で
指
導
す
る
と
共
に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
を
交
付
し
て
注
意
を
促
す
こ
と
に

し
ま
し
た
．
．

　
東
郷
町
内
で
は
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
が
な
い
よ
う
に
み
ん
な
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
．
、

　
　
文
責
東
郷
駐
在
所
久
保
　
旨

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
く
三
月
末
累
計
一
内
は
当
月
．
分
㌧

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
月
【
町

日
向
市

濁 （曾） （1） （曾〉 （1） （曾） （z＞

闇鼠 件
数

（§） （曾〉 〔曾） （曾） （曾） （曾）

8
） （1） （雪〉 死

者

人
身
事
故編

（曾） （1） （曾） （言） （曾） （9

T
） 苗齢 傷

者
l
l
l

8　15
i5｝（2） 畠誘 （量） 器器

1
零 事物

ﾌ損

死
者

県全
内国

三九
四三
入人

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑳2111（14）まで〉

⑨鞘8こ”う

知
，
で
お
壱
た
い

　
今
年
の
選
挙
の
皮
切
り
と
な
っ
た

宮
崎
県
議
会
東
臼
杵
郡
選
出
議
員
選

挙
は
、
無
投
票
で
当
選
が
決
ま
る
と

い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
以
前

に
も
こ
の
選
挙
特
集
の
中
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
こ
の
後
7

月
・
8
月
に
そ
れ
ぞ
れ
任
期
満
了
を

迎
え
る
宮
崎
県
知
事
・
参
議
院
議
員

の
選
挙
も
控
え
て
お
り
、
引
き
続
き

政
治
の
動
向
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
．そ

れ
で
は
今
月
も
Q
＆
A
で
選
挙
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
．
．

　
Q
1
選
挙
運
動
の
た
め
電
話
で
次

々
に
有
権
者
に
対
し
、
演
説
会
の
開

催
も
し
く
は
演
説
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
通
知
す
る
行
為
は
違
反
か
？

の
電
話
で
行
う
場
合
は
戸
別
訪
問

で
な
い
か
ら
許
さ
れ
る
．
．

　
Q
2
田
畑
で
働
い
て
い
る
人
の
と

こ
ろ
へ
行
っ
て
投
票
を
依
頼
す
る
二

ときどきはお茶の間で政治の話題、

＼

」
　
　
、

「爾「．
1毎

ρ
冒

）＝
，

罐
蟹

と
は
違
反
と
な
る
か
？
・

④
た
ま
た
ま
田
畑
に
い
る
人
で
あ

っ
て
投
票
を
依
頼
す
る
場
合
は
個
々

面
接
と
し
て
許
さ
れ
る
．
．
し
か
し
、

そ
の
家
の
庭
に
あ
た
る
よ
う
な
と
こ

ろ
に
あ
る
田
畑
で
働
い
て
い
る
人
を

訪
問
し
て
投
票
を
依
頼
す
る
と
き
は

戸
別
訪
問
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

　
Q
3
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
の

選
挙
運
動
は
さ
し
つ
か
え
な
い
か
？
・

④
満
2
0
歳
未
満
の
学
生
は
、
選
挙

運
動
の
た
め
に
労
務
を
提
供
す
る
こ

と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
が
、
選
挙
運

動
を
す
る
こ
と
は
い
つ
さ
い
禁
止
さ

れ
て
い
る
．
．
満
2
0
歳
以
上
の
学
生
な

ら
ば
、
選
挙
運
動
を
し
て
も
さ
し
っ

か
え
な
い
が
、
そ
の
場
合
は
公
職
選

挙
法
の
規
定
に
よ
り
交
通
費
・
宿
泊

費
・
弁
当
代
な
ど
の
実
費
弁
償
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
選
挙

運
動
の
た
め
の
事
務
員
お
よ
び
車
上

運
動
員
や
労
務
者
の
よ
う
に
報
酬

（
ア
ル
バ
イ
ト
料
）
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
注
意
を
要
す

る
。
な
お
選
挙
運
動
の
た
め
の
事
務

員
お
よ
び
車
上
運
動
員
を
使
用
し
、

こ
れ
に
報
酬
を
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
の
場
合
は
前
も
っ
て
選

挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

H

［
憧㊥歯科医師会だより

同

u

鯉

F

掴

糎

“

　
ブ
リ
ッ
ジ
は
そ
の
構
造

上
、
曇
日
通
の
歯
ブ
ラ
シ
だ

け
で
は
き
れ
い
に
掃
除
で

き
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

歯
肉
の
上
に
出
て
い
る
歯

の
部
分
は
食
事
の
と
き
に

食
べ
物
が
あ
た
る
し
、
舌

や
頬
と
こ
す
り
合
う
こ
と

で
自
然
の
掃
除
が
旨
く
で

き
ま
す
が
、
ブ
リ
ッ
ジ
の
ポ
ン
チ
ィ

ク
と
い
わ
れ
る
歯
根
の
な
い
部
分
の

歯
肉
側
は
自
然
の
掃
除
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
、
こ
の
部
分
に
は
必
ず

プ
ラ
ー
ク
が
つ
く
し
、
普
通
の
歯
ブ

ラ
シ
に
よ
る
手
入
れ
だ
け
で
は
容
易

に
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

支
え
と
し
て
用
い
ら
れ
た
歯
の
ポ
ン

チ
ィ
ク
に
隣
り
合
っ
た
歯
根
が
虫
歯

に
な
っ
た
り
歯
周
炎
を
起
こ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ポ
ン
チ
ィ
ク
の
部
分
を
清
掃

す
る
の
に
有
効
な
の
が
「
歯
間
ブ
ラ

シ
（
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
市
販
さ
れ

表
紙
へ
牧
水
O
－
7
2
、
の
解
説

て
い
ま
す
）
し
で
重
つ
ま
考
じ
雲

ブ
ラ
シ
の
毛
が
生
え
た
も
の
と
考
髭

て
－
だ
さ
い
．
こ
れ
を
歯
の
間
や
雲

ン
テ
ィ
ク
の
下
に
突
っ
込
ん
で
ビ
ス
㎝
　

ト
ン
運
動
を
し
て
プ
ラ
去
を
取
」

除
く
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ブ
リ
ッ
ジ
は
歯
を
、
そ
れ
も
健
康

な
歯
さ
え
削
っ
て
作
る
入
れ
歯
な
の
で
・

す
。
虫
歯
や
歯
周
炎
に
対
す
る
用
心
が

肝
要
で
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か

り
す
れ
ば
機
能
的
に
も
、
使
用
感
も
局

部
義
歯
に
勝
っ
て
い
る
ブ
リ
ッ
ジ
を
長

持
ち
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
表
紙
の
「
か
ん
が
へ
て
」
の
歌
は

明
治
四
十
五
年
（
二
十
七
歳
）
初
夏

の
作
で
す
。
牧
水
は
こ
の
年
の
五
月

初
め
信
州
長
野
か
ら
上
京
し
て
来
た

喜
志
子
と
結
婚
、
新
宿
の
森
本
酒
店

の
二
階
に
寄
寓
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
は
こ
の
頃
の
作
で
新
婚
時

代
の
酒
の
歌
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
．
、
四
、
五
年
続
い
た
小
枝
子
と
の

苦
悩
の
恋
愛
、
そ
れ
に
結
末
を
つ
け

て
の
結
婚
、
牧
水
は
よ
う
や
く
心
に
落

ち
つ
き
を
取
り
戻
し
て
い
た
頃
で
す
。

そ
れ
ま
で
恋
愛
の
失
敗
か
ら
受
け
た

苦
悶
を
紛
ら
す
た
め
の
深
酒
も
続
き
、

牧
水
は
す
っ
か
り
健
康
を
害
し
て
い
た

の
で
、
健
康
の
回
復
を
は
か
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
好
き
な
酒
も
ほ
ど
ほ
ど

渡
　
邊
　
邦
　
彦

に
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
牧
水
は
こ
の
「
か
ん
が
へ
て
」
の

歌
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い

ま
す
。
「
よ
そ
う
か
、
飲
も
う
か
、
さ

う
考
へ
な
が
ら
、
い
っ
か
取
り
出
さ

れ
た
徳
利
が
一
本
に
な
り
二
本
に
な

っ
て
ゆ
く
と
い
ふ
場
合
の
夏
の
夕
暮

の
静
か
な
気
持
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

る
『
　
（
「
自
歌
自
釈
」
）

　
さ
て
、
牧
水
の
酒
に
つ
い
て
少
し

述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
牧
水
は
友
人
達
と
楽
し
く
酌
み
か

わ
す
酒
も
好
み
ま
し
た
が
、
牧
水
が

最
も
好
ん
だ
の
は
独
酌
で
、
ひ
と
り

静
か
に
酌
む
酒
で
し
た
。
気
に
入
っ

た
小
さ
目
の
盃
を
手
に
チ
ビ
リ
チ
ビ

リ
と
か
な
り
長
い
時
間
を
か
け
て
飲

む
酒
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
酒
を
愛
し

た
牧
水
で
す
か
ら
酒
の
歌
も
か
な
り

多
く
詠
ん
で
い
ま
す
。
次
の
歌
も
紹

介
し
ま
し
ょ
う
．

　
そ
れ
ほ
ど
に
う
ま
き
か
と
人
の

　
と
ひ
た
ら
ば
　
な
ん
と
答
へ
む

　
こ
の
酒
の
味

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑳2111（14）まで〉
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合
併
処
理
浄
化
槽
を

　
設
置
す
る
と

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

　
近
年
環
境
汚
染
の
ひ
と
つ
に
家
庭

よ
り
排
出
さ
れ
る
生
活
堆
排
水
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
．
．
そ
こ
で
本
町
で

は
、
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
平
成

丘
年
度
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し

オ
、
い
ま
す
　
本
年
度
も
五
十
基
の
予

定
で
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
し

〆
、
い
ま
す
．
ご
希
望
の
方
は
早
目
に

役
場
住
民
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
、
な
お
補
助
金
の
交
付
に
あ
た

っ
て
は
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳

し
く
は
住
民
課
水
道
係
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　お知らせ
〈《《イ：レ7オメーショ：レ〉》》

“ふれあい通信”

　放送内容が一部変わります

も
う
一
度

　
あ
な
た
の
資
格
（
看
護

婦
等
）
生
か
し
ま
し
ょ
う

　
県
で
は
、
県
民
の
高
ま
る
看
護
二

：
ズ
に
対
し
1
5
す
る
た
め
、
未
就
業
看

護
婦
等
の
無
料
職
業
紹
介
を
含
む
ナ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
を
宮
崎
県
看
護

協
会
に
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
へ
登
録
し
ま
す
と
、

1
、
情
報
誌
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
だ
よ

　
り
を
送
り
ま
す
．

2
、
看
護
力
再
開
発
講
習
会
の
お
誘

　
い
の
資
料
を
送
り
ま
す
、

3
、
就
業
準
備
等
の
相
談
に
応
じ
ま

　
す
。
　
（
就
業
に
際
し
て
の
情
報
提

　
供
な
ど
、
）

4
、
相
談
窓
口
は
、
専
任
者
が
対
応

　
し
て
お
り
ま
す
、

　
お
問
い
合
わ
せ
ば

県
庁
医
務
薬
務
課

　
　
0
9
8
5
（
2
6
）
7
0
7
3

宮
崎
県
看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
0
9
8
5
（
5
8
）
4
5
2
5

第
3
回
三
世
代
間

交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と

町
老
入
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る

「
三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
一

月曜日～金曜日

定 孜　送　日 （土曜・日曜・祭日は休み）

※年末・年始は必要に応じて放送

時

2回1朝・夜1
一　　日　の

放

放送回数

（夜の放送は翌日の行事のお
m’）せのみ）

ｦ翌日に行事がない場合は夜
、　髄　’ は放送しない．
込 1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．

P
@朝　午前6時～

11CHl 　　「咜落條ﾔ帯 （篇1蒲三月は）

9 夜　午後7時30分～

放送
再

朝　午前7時～
放 夜　午後8時～

送 放送時間帯

等
音楽放送

午前8時10分～午後8時
12CH｝

午後9時10分～午前0時

ラ
一
．
ン
オ
放 放送時間帯 24時間

送
13CHl

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
．

　
子
ど
も
た
ち
と
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
、
そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
の
ハ
ツ
ラ
ツ
プ
レ
ー
を

皆
さ
ん
で
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
1
4
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
8
時
3
0
分
開
会

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
5
月
1
6
旦
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
5
月
1
7
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
一
期

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
柾
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
ヒ
げ
ま
す
．
．

〔
4
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
羽
坂
の
福
田
誠
志
さ
ん
か
ら

（
富
美
子
さ
ん
・
6
4
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
甲
斐
美
佐
子
さ
ん
か
ら

（
誌
朗
さ
ん
・
7
0
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
三
原
武
雄
さ
ん
か
ら

（
キ
ョ
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
中
竹
タ
ケ
さ
ん
か
ら

（
伊
之
市
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
海
野
至
幸
さ
ん
か
ら

（
タ
ケ
さ
ん
・
8
8
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
迫
野
内
さ
く
ら
親
子
会
よ
り
寄
付

金
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
　
騨
．

●

　
　
（
三
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

清 三 直 鈴 都 赤
ち

家 浦 野 木 甲 芝
優 胡 智 泰 俊 の

樹 桃 紀 地 徳
氏
名

良 公 達 圭 真羅
幸 幸 也 生 一誉
鶴 仲 福 坪 鶴 住
野 野
内 深 瀬 谷 内 所

死

亡

具
福
を

祈
り

ま

す

　植横

野山

千雅

鶴隆

坪

谷

坪

谷

氏

名

住

所

婚

姻

お
幸

せ
に

下
田
宇
右
衛
門

海
野
タ
　
ケ

中
武
伊
之
市

那
須
ミ
∠

三
原
キ
ヨ

甲
斐
誌
朗

福
田
富
美
子

氏
名

68

ﾎ

88

ﾎ

87

ﾎ

86

ﾎ

81

ﾎ

70

ﾎ

64

ﾎ
年
齢

坪
谷

福
瀬

寺
迫

坪
谷

羽
坂

羽
坂

羽
坂

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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